
 

 

２０１８年１月１９日 

 

個人型確定拠出年金（iDeCo）掛金の年単位化について 

 

確定拠出年金法の改正により、２０１８年１月より、掛金の拠出について、新たに掛金額・拠出回

数・拠出月を年単位で任意に指定することも選択できるようになりました（これを掛金の「年単位化」

といいます）ので、お知らせいたします。 

 

１．年単位化の概要 

・掛金は、毎月１２月から翌年１１月までの間で、任意の月に拠出することが可能です。（納付月は

1月～１２月になります。） 

・１２月から翌年１１月の期間を「拠出単位期間」といいます。拠出単位期間内において任意の期

間分の掛金をまとめて拠出することができます。この任意の期間を「拠出区分期間」といいます。 

 

 

２．「毎月定額」と「年単位化」の主な相違点 

 

 



 

 

３．「年単位化」の掛金限度額、掛金拠出の考え方 

・最低掛金額は、１ヶ月の最低拠出額である 5,000円に、拠出区分期間の月数を乗じた額です。 

 

・最高掛金額（限度額）は、月毎の限度額に、拠出区分期間の月数を乗じた額です。 

 

 

 

４．その他（ご参考） 

「年単位化」の取扱いにつきましては、iDeCo公式サイト（国民年金基金連合会ホームページ）

に掲載の「掛金の年単位拠出について」（以下のリンク）の情報もご覧ください。 

リンク：「掛金の年単位拠出について」 

 

以上 

https://www.ideco-koushiki.jp/library/pdf/annual_unit_contribution_291201revision.pdf

